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1．はじめに
国勢調査による 2015 年 10 月 1 日現在の人口







田寛也座長）が「2040 年までに全国約 1,800 市
町村の約半数（898 市町村）が消滅する可能性が




















2016 年 11 月 30 日受付












































































































































間 270 万人強，宿泊客 113 万人弱（いずれも
2013 年度）の入込がある。人口は 1985 年に
42,000 人強であったものが，2016 年 4 月末には
34,000 人強とこの 30 年で 8,000 人（約 20％）減
少している。65 歳以上の高齢者比率は 37.2％で
ある。











金山町の人口は 2016 年 9 月末で約 6,350 人








業）（20）を活用して整備し，1997 年 4 月に「道の駅」
に登録された。


































































歯科等　10 科　99 病床 )
2012 年 8 月
（移転） 下呂市事業
･ 入院 2.4 万人











･ 定員 50 床，ショートス
テイ 20 床
・1 階デイサービスセンター
金山デイサービスセンター 2000 年 5 月 社会福祉法人下呂福祉会 ・1.1 万人
･ 2015 年に第 1 センターを
第 2 に統合









（野球場） 1994 年 4 月 下呂市事業
･ 夜間照明，観覧席
 （資料：下呂市金山振興事務所，㈱かれんへのヒヤリングをもとに筆者作成）






















































































































































































































の利用者は 1 日に 5 ～ 6 人であるが，今後 10 人
／日程度までは拡大を見込んでおり専用の車両と
運転手を確保している。送迎患者のなかには診療















































2000 年前後から始まる JA 支所（店舗）の廃止（5




































































































12.7 万人 ･ ㈲ネットワーク美山が運営
平屋振興会　･JA 京都 ATM
（地域総合交流施設 2F） 2,600 人
・住民自治組織
･ 市職員が常駐


































ンド，民間レストラン，漁協） 民間企業等 3 万人























































口は約 48,000 人（2016 年 10 月）で，現在の市









































坊 ･ 白須 ･ 大武川線」（通常便，北杜高校便：1




































北の職員 1 名とパート 7 ～ 8 名で行われている。
次にレストランは当初は隣接地に出店したスー
パーマーケットが兼営していたが，業績不振で
2012 年 2 月で撤退した。その後は管理運営組合
の直営を経て，2016 年 4 月からは地元企業の白




























のレジ通過客数は 9 万人弱，売上高は 5 千万円強
である。
また，「道の駅」の来場者数を管理運営組合で
は年間 39 ～ 40 万人と想定している。
一方，隣接地の施設では，市立白州診療所の年




























区分 施設種別 開業時期 事業手法 利用者数 備考
道の駅
農林産物販売所




22.3 万人 ･JA 梨北が運営･ 観光客が 95％
レストラン「白州厨房」 8.7 万人 ･ 地元企業が運営
観光案内所 30 万人
隣接地
市立白州診療所 （内科） 1950 年前後 北杜市（旧白州町）
1.2 万人 ･ 患者送迎
吉田病院　（7 科） 2009 年 個人病院 ・患者送迎
市立白州保育所 1978 年 4 月 北杜市（旧白州町）
1 万人強 ・園児 65 人
・送迎ﾊﾞｽ運行
ショッピングセンター





































































































































































































































（1）国勢調査人口は 2010 年から 2015 年の 5 年間に 94.7
万人（0.7％）減少。
●1990年以降の国勢調査人口と増減率の推移　（総務省）
年　次 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年
人口（千人） 123,611 125,570 126,926 127,768 128,057 127,110
増減率（％） 2.1 1.6 1.1 0.7 0.2 -0.7
（2）2010 年の国勢調査人口を基に試算したもので，2040














アンケート調査」（2006 年 4 月）過疎地域を抱える全
国 775 市町村（62,273 集落）を対象に調査を実施。
・65 歳以上が 50％超の集落が 7,878 集落（12.7%）
「道の駅」を核にした「小さな拠点」の事例研究506
・機能維持が困難な状態の集落が 2,917 集落（4.7％）




把握調査」（2011 年 3 月）過疎地域等のある全国 801
市町村（64,954 集落）を対象に調査を実施。
・65 歳以上が 50％超の集落は 10,091 集落（15.5％），




・10 年以内に消滅の可能性のある集落が 454 集落（0.7
％），いずれ消滅する可能性がある集落は 2,342 集落
（3.6％）





年　次 2015年 2020年 2025年 2030年 2040年 2050年
総人口（千人）126,597 124,100 120,659 116,618 107,276 97,076
2015年比減少数（千人） － 2,497 5,938 9,980 19,321 29,522
 ＊将来人口は，出生中位（死亡中位）推計
（6）国土交通省では，2013 年 3 月に「集落地域の大きな
安心と希望をつなぐ『小さな拠点』づくりガイドブッ






























概ね 1 ～ 3 年間現地で生活して地域活動に従事する。
隊員には特別交付税として上限 400 万円（報償費 200
～ 250 万円，その他の経費 200 万円）が支払われる。
2015 年度で 9 府県 664 市町村に 2,625 人が委嘱されて
いる。
（11）「小規模・高齢化する集落の将来を考えるヒント集」（国
土交通省，2012 年 3 月）
（12）「日常生活サービス機能が集約した『小さな拠点』事
例集」（国土交通省，2012 年 9 月）
（13）「集落地域における『小さな拠点』形成促進に関する
検討会』（座長　明治大学農学部　小田切徳美教授，
2013 年 9 月～ 2014 年 3 月）
（14）「【実践編】『小さな拠点』づくりガイドブック」（国

















響を緩和するため 1994 年 10 月に決定されたウルグア
イ ･ ラウンド農業合意関連対策要綱に基づいて立てら
れた予算。事業総額は 6 兆 100 億円で，他に地方単独

























































































年度 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
自然増減 ▲ 246 ▲ 291 ▲ 298 ▲ 351 ▲ 356 ▲ 398 ▲ 380 ▲ 420 ▲ 398 ▲ 461
社会増減 747 370 356 203 149 157 179 202 310 64
合　計 501 79 58 ▲ 148 ▲ 207 ▲ 241 ▲ 201 ▲ 218 ▲ 88 ▲ 397
